




要約:先天異常児の出生状況をじ条件下で継続的にモニタリングすることにより、特定の

奇形の発生頻度の異常増加を早期にとらえ、出きるだけ速やかにその異常増加に関連する

因子を突き止め、それを環境から排除することにより、それ以上奇介形の発生を防ぐこと

を目的に現在わが国で活動しているすべての先天異常モニタリングプログラムの参加を得

て、先天異常モニタリングを継続し、監視機構の役割をはたしてきた。またわが国におけ

る先天異常モニタリングのあり方について検討した。

　また先天異常児出生予防のために欧米諸国で行なわれている「葉酸」の投与ならびにビ

タミン A適量摂収について臨床的ならびに基礎的研究を行った。

　また先天異常児の出生に立ち会った産科医、小児科医のために主な先天異常について、

患者の両親に説明するためのマニュアルを作成したので、その要点を報告する。


